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労 使 協 定 に つ い て 

☆ 編 集 後 記 ☆ 
 

 先日、心斎橋にある「Eggs’n Things」という

ハイカラなお店に行きました。ここはパンケーキが

有名で、甘いもの（特に生クリーム）が大好きな私

は右のようなものをはりきって注文。 

「こんなん食いきれるんか？」と心で思いつつも 

気づいたら皿の上は何もなくなってました(^_^;) 

ふわっと軽くて舌の上でとけるようなパンケーキ♪

女性におすすめの一軒です。 

代表社会保険労務士 

谷口 史晃 
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 法律では就業規則や労働者名簿など、さまざまな書類の作成や届出を義務付けていますが 

その中でもよく耳にするのが「労使協定」です。今回はその労使協定について簡単に整理します。 

Ｑ１．労使協定とは？ 

 「会社と労働者との様々な決めごとについて書面で約束を交わす手続」のことをいいます。 

  一般的な「覚書」をイメージしていただければわかりやすいかと思います。 

おデブまっしぐら(T_T) 

Ｑ２．実際の手続のすすめ方は？ 

  まず全従業員の中から投票や多数決で代表者を１名選びます（この場合、過半数の支持が必要 

    となります）。次に取り決めが必要な事項について会社と労働者代表が書面で内容を確認後 

  互いに署名・捺印します。そしてその書面を事務所内のファイルなどに保管し、従業員がいつ 

    でも見ることができる状態にして手続は完了です。 

Ｑ３．協定が必要なケースは？ 

   主なケースとしては以下があります。 

   ・残業や休日出勤をしてもらう場合（※労基署に届出も必要です） 

   ・賃金から会社が任意に弁当代や懇親会費などを天引きする場合 

   ・有給休暇を時間単位で与える場合 

   ・入社間もない人について、育児休業や介護休業の取得を除外する場合 


